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２ ０ 病 第 ８ 号 の ７

平 成 ２ ０ 年 ９ 月２ ５ 日

各 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 所 長 様

各 農 業 協 同 組 合 長 （ 営 農担 当 者 ） 様

各 病 害 虫 調 査 協 力 員 様

各 農 業 関 係 機 関 長 ・ 団 体 長 様

京 都 府 病 害 虫 防 除所 長

（ 公 印 省 略 ）

病 害 虫 発 生 予 察 情 報 に つい て

下 記 の と お り 発 表 し ま した の で 送 付 し ま す 。

病害虫発生予報第８号（１０月）

予報の 概要

作 物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

<平 年 比 (前 年 比 )>

黒 大 豆 ･ ハス モ ン ヨ ト ウ や や 少

ア ズ キ ハダ ニ 類 並

吸実 性 カ メ ム シ 類 （ 黒 大 豆） や や 多

チャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ 並（ 並 ）発 生 量 ：

発 生 時 期 （ 幼 虫 ふ 化 期 ）チ ャ

山 城 １ ０ 月 ２ 半 旬 ～ １ ０ 月 ４ 半 旬 （ 並 ）

丹 波 １ ０ 月 ３ 半 旬 ～ １ ０ 月 ５ 半 旬 （ や や 遅 い ）

チャ ノ ホ ソ ガ や や 少 （ 少）発 生 量 ： 山 城

並 （ や や 少）丹 波

カン ザ ワ ハ ダ ニ や や 多 （ やや 多 ）発 生 量 ： 山 城

や や 少 （ やや 少 ）丹 波

べと 病 、 黒 斑 病 、 白 斑 病 （ア ブ ラ ナ 科 野 並 （ 並 ）

菜）

菌核 病 （ キ ャ ベ ツ ） 並 ～ や や 多 （ 並 ）

野 菜 黒腐 病 （ キ ャ ベ ツ 等 ） ､黒 斑 細 菌 病 (ア ブ 並 （ 並 ）

ラナ 科 野 菜 )

コナ ガ （ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 ） や や 少 （ や や 少 ）

ハス モ ン ヨ ト ウ （ 野 菜 全 般） 並 （ 並 ）

シロ オ ビ ノ メ イ ガ （ ホ ウ レン ソ ウ ） 並 （ や や 少 ）

ハモ グ リ バ エ 類 （ 野 菜 全 般） 並 ～ や や 多 （ 並 ）

タバ コ ガ 類 （ 野 菜 全 般 ） や や 多

ハイ マ ダ ラ ノ メ イ ガ （ ア ブラ ナ 科 野 菜 ） や や 多 （ や や 少 ）

※ 平 年 と は 過 去 １０ 年 の 平 均 で あ る 。
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Ⅰ 用語 の定義

１ 半 旬 の と り 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半旬 第 6半 旬

各 月 の 1～ 5 6～ 10 11～ 15 1 6～ 20 21～ 2 5 26～ 最終

日 日 日 日 日 日

－ － － 病 害 虫 の発 生 程 度 と 広 が り の 両 面を 加 味 し た も の を い う 。２ 発 生 量

－ － － 原 則 と して 過 去 1 0か 年 の 平 均 と する 。３ 平 年 値

デ ー タ が 1 0年 に 満 た な い 場 合 は 例年 値 と す る 。

４ 平 年 値 と の 比 較

１ ） 時 期

平 年 並 平 年 値 を中 心 と し て 前 後 ２ 日 以 内

や や 早 い 平 年 値 より ３ ～ ５ 日 早 い

や や 遅 い 平 年 値 より ３ ～ ５ 日 遅 い

早 い 平 年 値 より ６ 日 以 上 早 い

遅 い 平 年 値 より ６ 日 以 上 遅 い

２ ） 量 （ 発 生 量 、 発 生 面積 等 ）

平 年 並 平 年 値 並の 発 生 で 1 0年 間 に ４ 回 は発 生 す る 程 度 の 普 通 の 量

や や 多 い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 多 く 、 10年 間に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生す る 量

や や 少 な い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 少 な く 、 10年間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発生 す る

量

多 い ｢や や 多 い ｣よ り 多 く 、 10年 間 に １回 程 度 し か 発 生 し な い 量

少 な い ｢や や 少 な い ｣よ り 少 な く 、 10年 間に １ 回 程 度 し か 発 生 し ない 量

－ 農 薬 の 使 用 に あ た って は 使 用 基 準 を 遵 守 す るこ と －
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Ⅱ 予報 本文の 見方

（ 例 ）

 ３ チャノコカクモンハマキ 
 

 予報内容  発生量：山城 平年比少ない （前年比少ない） 

           丹波 平年比やや多い（前年比やや多い） 

       発生時期：第３世代幼虫ふ化期８月第３～４半旬（平年並） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予報の根拠 

 （１）７月中旬現在、第２世代の発生量は山城で平年比少なく（－）、丹波でやや多い（＋）。

（２）第１世代成虫のフェロモントラップへの誘殺盛期は平年並であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発生生態及び防除上注意すべき事項 

  （１）通常、４回世代を繰り返し、第２世代成虫が７月下旬～８月上中旬に発生し 

   産卵する。 

 （２）ふ化した幼虫は成長すると、葉を綴って食害するようになり、薬剤がかかり 

   にくくなるので、ふ化直後の若齢幼虫期の防除が効果的である。 

 

 
 
 
 
 

・「予報内容」は、今後の病害虫発生状況や発生時期の予測を平年比として示しています。 
・平年比の考え方は、「I 用語の定義」の「５平年値との比較」を参照してください。 
・（ ）内の前年比は前年の実際の発生量（時期）との比較を示しています。 
・必要に応じて地域別に示しています。 
 

・「予報の根拠」は、巡回調査の結果、天候、フェロモントラップへの誘殺状況、指導機関

からの情報等、「予報内容」で示した発生量や発生時期の根拠となった事項を示していま

す。 
・文中の（－）、（＋）は、発生量の予想に影響を及ぼすと考えられるもので、（－）の場合

は発生量が少なくなる要因、（＋）は発生量は多くなる要因を示します。 
 

・「発生生態及び防除上注意すべき事項」は、当該病害虫の生態、薬剤防除や耕種的防除

上の留意事項、要防除水準等を示しています。 
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Ⅲ 近畿 地方１ か月予報

（９ 月２０ 日から１ ０月１ ９日まで の天候 見通し）

平 成 ２ ０ 年 ９ 月１ ９ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜予 想 さ れ る 向 こ う １ か 月の 天 候 ＞

向 こ う １ か 月 の 出 現 の 可能 性 が 最 も 大 き い 天 候 と特 徴 の あ る 気 温 、 降 水 量等 の 確 立

は以 下 の と お り で す 。

天 気 は 、 数 日 の 周 期 で 変わ る で し ょ う 。

向 こ う １ か 月 の 気 温 は 、高 い 確 立 ５ ０ ％ で す 。

週 別 の 気 温 は 、 １ 週 目 は高 い 確 率 ６ ０ ％ 、 ３ ～ ４週 目 は 平 年 並 ま た は 高 い確 率 と も

に４ ０ ％ で す 。

＜向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級の 確 率 （ ％ ） ＞

低 い （ 少 な い ） 平 年 並 高 い （ 多 い）

気 温 ２０ ３ ０ ５ ０

降 水 量 近 畿 地 方 ４０ ３ ０ ３ ０

日 照 時 間 ３０ ３ ０ ４ ０

※ 注 意

大 阪 管 区 気 象 台 か ら 発表 さ れ る 天 候 の １ か 月 予報 の 表 現 が 、 平 成 １ ８ 年９ 月

２ ５ 日 以 降 変 わ り ま し た。

こ れ ま で 病 害 虫 発 生 予察 の 一 つ 根 拠 と し て い た天 候 の １ か 月 予 報 の 表 現と 整

「 向こ う合 性 を と る た め 、 病 害 虫防 除 所 で は 上 記 の 天 候 の１ か 月 予 報 の 表 現 を

と し１ か 月 の 気 温 は 高 く 、 降水 量 及 び 日 照 時 間 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。 」

ま し た 。

Ⅳ お知 らせ

※残留農薬基準等のポジティブリスト制度導入に伴う農薬適正使用の徹底

について

平 成 １ ８ 年 ５ 月 29日よ り 食 品 衛 生 法 に 基 づ くポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 が導 入 さ れ 、

い ま ま で 残 留 基 準 値 が定 め ら れ て い な か っ た 農薬 成 分 と 農 作 物 の 組 み 合わ せ に も 、

新 た に 国 際 基 準 等 を 参考 と し て 暫 定 的 な 基 準 値が 設 定 さ れ る と と も に 、参 考 と な

る 基 準 が な い 場 合 に は一 律 基 準 （ 人 の 健 康 を 損な う お そ れ の な い 量 ； 0.0 1p pm） が

適 用 さ れ 、 基 準 値 を 超え て 農 薬 が 残 留 す る 食 品（ 農 産 物 等 ） の 流 通 が 禁止 と な り

ま し た 。

こ の た め 、 農 薬 の 適正 使 用 は も ち ろ ん の こ と、 周 り の 圃 場 の 作 物 へ 農薬 が 飛 散

（ ド リ フ ト ） し な い よう に 十 分 注 意 し て く だ さい 。
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Ⅴ 予報 本文

黒大豆・アズキ

１ ハ ス モ ン ヨ ト ウ

発 生 量 ： 平年 比 や や 少 な い予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 平 年 比 や や 少 ない （ － ） 。

（ ２ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへ の 誘 殺 数 は 平 年 比 や や少 な い

（ － ） 。

（ ３ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 齢 が 進 ん だ 幼 虫は 周 囲 に 分 散 し 、 か つ 、薬 剤 の 効 果 が 著 し く 低 下す る の で 、

若 齢 幼 虫 期 の 防 除が 重 要 で あ る 。

２ ハ ダ ニ 類

発 生 量 ： 平年 並予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 平 年 比 や や 少 ない （ － ） ～ 平 年 並 。

（ ２ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 晴 天 が 続 く と 多発 し や す い の で 注 意 す る。

３ 吸 実 性 カ メ ム シ 類 （ 黒大 豆 ）

発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 予 察 灯 へ の 誘 殺 数 は平 年 並 。

（ ３ ） 普 及 セ ン タ ー 、病 害 虫 調 査 協 力 員 等 か らの 情 報 に よ る と 、 紫 ず きん 等 で 発

生 の 多 い ほ 場 が 認 め られ て い る （ ＋ ） 。

（ ４ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 莢 が 黄 変 す る 時期 ま で 吸 汁 を 続 け 、 ほ 場周 辺 に 雑 草 地 な ど 発 生 しや す い 場

所 が あ る と 、 被 害を 受 け や す い 。

チャ

１ チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マキ

発 生 量 ： 平 年 並 （ 前年 並 ）予 報 内 容

発 生 時 期 ： 第 ４ 世 代 幼虫 ふ 化 期

山 城 １ ０ 月第 ２ 半 旬 ～ １ ０ 月 第 ４ 半旬 （ 平 年 並 ）

丹 波 １ ０ 月第 ３ 半 旬 ～ １ ０ 月 第 ５ 半旬 （ 平 年 比 や や 遅 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへ の 誘 殺 盛 期 は 宇 治 で 平年 並 、 綾

部 で 平 年 比 や や 遅い 。
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発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 通 常 、 第 ４ 世 代幼 虫 が 、 綴 っ た 葉 の 中 で越 冬 し て 翌 春 の 発 生 源 とな る 。

（ ２ ） ふ 化 し た 幼 虫 は葉 を 綴 っ て 食 害 す る よ うに な る た め 、 薬 剤 が か かり に く い

の で 注 意 す る 。

２ チ ャ ノ ホ ソ ガ

発 生 量 ：山 城 平 年 比 や や 少 な い（ 前 年 比 少 な い ）予 報 内 容

丹 波 平 年 並 （ 前 年 比 や や 少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 山 城 で 平 年 比 やや 少 な く （ － ） 、 丹 波 で平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 特 に 自 然 仕 立 て園 で は 園 を よ く 見 回 り 、発 生 を 認 め た ら 直 ち に 防除 し 、 越

冬 密 度 を 下 げ る よう に す る 。

（ ２ ） 被 害 葉 は チ ャ ノキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ や カ ンザ ワ ハ ダ ニ の 発 生 源 に なる の で 注

意 す る 。

３ カ ン ザ ワ ハ ダ ニ

発 生 量 ：山 城 平 年 比 や や 多 い （ 前 年 比 や や 多 い ）予 報 内 容

丹 波 平 年 比 や や 少 な い（ 前 年 比 や や 少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 山 城 で 平 年 並 、丹 波 で 平 年 比 少 な い （ －） 。

（ ２ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 気 温 が 低 下 す ると す そ 葉 に 移 動 し て 越 冬し 、 翌 春 の 発 生 源 と な る。

（ ２ ） 翌 春 の 一 番 茶 期の 発 生 を 抑 え る に は 、 越冬 前 の 防 除 が 有 効 で あ る。 １ １ 月

中 に 防 除 す る 。

４ ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ

ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ は 、 平 成 １６ 年 ８ 月 に 国 内 で 初 め て 、 京 都 府 に お い て

チ ャ へ の 寄 生 が 確 認 さ れ 、 分 布 が 拡 大 し てい る 。 ９ 月 中 旬 の 巡 回 調 査 で は 、 山

城 、 丹 後 で 発 生 を 確 認 し 、 多 発 園 も 認 め た。

発生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 成 虫 の 発 生

年 に ４ 回 発 生 す る 。

（ ２ ） 対 策

農 薬 に よ る 防 除 適 期 は 若 齢 幼 虫 期 で ある 。 成 虫 発 生 期 の 散 布 で は 密 度 抑 制

効 果 が 不 十 分 で あ る た め 、 成 虫 の 飛 翔 が落 ち つ い た 頃 を 見 計 ら っ て 薬 剤 散 布

を 行 う 。

（ ３ ） 登 録 の あ る 薬 剤

・ ハ チ ハ チ 乳 剤 （ 1, 00 0倍 、 摘 採 14日 前 ま で ／ 1回 ）

・ ア プ ロ ー ド 水 和 剤 （ 1, 00 0倍 、 摘 採 14日 前 ま で ／ 2回 以 内 ）

・ ア プ ロ ー ド エ ー ス フ ロ ア ブ ル （ 1, 000倍 、 摘 採 14日 前ま で ／ １ 回 ）

・ 2 ,0 00倍、 摘 採 7日 前 ま で ／ １回 ）ダ ニ ゲ ッ タ ー フ ロ ア ブル （
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野菜

１ べ と 病 、 黒 斑 病 、 白 斑病 （ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 ）

発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 を 認 め て い な い （ 平年 並 ） 。

（ ２ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ － ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 肥 切 れ は 発 病 を助 長 す る の で 、 肥 培 管 理に 注 意 す る 。

（ ２ ） 結 球 開 始 期 以 降、 気 温 が 低 く 曇 雨 天 が 続く と 発 生 し や す い 。

２ 菌 核 病 （ キ ャ ベ ツ ）

発 生 量 ： 平年 並 ～ や や 多 い （ 前 年 並）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） 春 期 の 発 生 量 は平 年 比 や や 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 を 認 め て い な い （ 平年 並 ） 。

（ ３ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 適 温 は ２ ０ ℃ 前後 、 曇 雨 天 が 続 い た 時 に発 生 し や す く な る 。

（ ２ ） 発 生 終 期 に 菌 核が 形 成 さ れ 土 中 に 落 ち 、次 の 伝 染 源 と な る 。 菌 核は 土 壌 中

で ２ ～ ３ 年 間 生 き残 る 。

３ 黒 腐 病 （ キ ャ ベ ツ 等 ）・ 黒 斑 細 菌 病 （ ア ブ ラ ナ科 野 菜 ）

発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 を 認 め て い な い （ 平年 並 ） 。

（ ２ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 害 虫 の 食 痕 や 風雨 に よ る 傷 口 等 は 細 菌 の侵 入 を 容 易 に し 、 発 病 を助 長 す る 。

（ ２ ） 降 雨 日 数 と 発 生量 と の 相 関 が 高 い 。

４ コ ナ ガ （ ア ブ ラ ナ 科 野菜 ）

発 生 量 ： 平年 比 や や 少 な い （ 前 年 比や や 少 な い ）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 平 年 比 や や 少 ない （ － ） 。

（ ２ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 予 察 灯 へ の 誘 殺 数 は平 年 並 。

（ ３ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへ の 誘 殺 数 は 平 年 比 や や少 な い

（ － ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 雨 よ け 栽 培 の 場合 、 降 雨 に 関 係 な く 急 速に 増 殖 す る こ と が あ る 。

（ ２ ） 被 覆 資 材 な ど を利 用 し 、 物 理 的 防 除 に 努め る 。

５ ハ ス モ ン ヨ ト ウ （ 野 菜全 般 ）

発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）予 報 内 容
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予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへ の 誘 殺 数 は 平 年 比 や や少 な い

（ － ） 。

（ ２ ） １ ０ 月 の 気 温 は高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平年 並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 齢 が 進 む と 薬 剤の 効 力 が 低 下 す る の で 、早 期 発 見 に 努 め 、 若 齢 期に 防 除 す

る 。

６ シ ロ オ ビ ノ メ イ ガ （ ホウ レ ン ソ ウ ）

発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 少 な い）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 第 ３ 半 旬 現在 、 予 察 灯 へ の 誘 殺 数 は平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 雨 よ け 栽 培 の 場合 、 降 雨 に 関 係 な く 急 速に 増 殖 す る こ と が あ る 。

（ ２ ） 早 期 発 見 に 努 め、 若 齢 幼 虫 期 の 防 除 に 留意 す る 。

７ ハ モ グ リ バ エ 類 （ 野 菜全 般 ）

発 生 量 ： 平年 並 ～ や や 多 い （ 前 年 並）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は キ ュ ウ リ で 平 年並 、 ナ ス で 平 年 比 や や 多い （ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） シ ュ ン ギ ク 、 コマ ツ ナ 等 軟 弱 野 菜 は 、 被覆 資 材 を 用 い た 物 理 的 防除 に 努 め

る 。

（ ２ ） 幼 虫 は 葉 の 中 に潜 り 込 み 食 害 す る が 、 その 期 間 は ３ 日 程 度 と 非 常に 短 い の

で 、 薬 剤 を 散 布 する 場 合 は 、 発 生 確 認 後 、速 や か に 行 い 防 除 時 期 を逸 し な い

よ う に す る 。

８ タ バ コ ガ 類 ［ オ オ タ バコ ガ 、 タ バ コ ガ ］ （ 野 菜全 般 ）

発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ へ の誘 殺 数 は 、 オ オ タ バ コ ガ、 タ バ コ

ガ と も に 平 年 比 やや 多 い （ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 発 生 す る と 被 害が 大 き い の で 、 早 期 発 見に 努 め る 。

（ ２ ） 幼 虫 が 食 入 し てい る ト マ ト 、 ナ ス 、 ト ウガ ラ シ 等 の 果 実 は 処 分 する 。

９ ハ イ マ ダ ラ ノ メ イ ガ ［ダ イ コ ン シ ン ク イ ム シ ］（ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 ）

発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 やや 少 な い ）予 報 内 容

予 報 の 根 拠

（ １ ） ９ 月 中 旬 現 在 、発 生 量 は 例 年 並 。

（ ２ ） ９ 月 第 ３ ～ ４ 半旬 に 、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ へ の 誘 殺 数 が 増 加 し てい る

（ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 生 育 初 期 に 加 害さ れ る と 大 き な 被 害 に なる の で 注 意 す る 。

（ ２ ） ほ 場 を 見 回 り 、生 長 点 付 近 の 発 生 に 特 に気 を つ け る 。

（ ３ ） は 種 直 後 か ら 寒冷 し ゃ 等 で 被 覆 を 行 い 、産 卵 を 防 ぐ 。
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１０ ト マ ト 黄 化 葉 巻 病 とタ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類

ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ルス （ T YL CV： T om at o Y ell ow Le af C ur l V ir us） の 感 染

に よ り 引 き 起 こ さ れ る 病気 で あ り 、 タ バ コ コ ナ ジラ ミ 類 に よ っ て 媒 介 さ れる 。 平 成

１ ７ 年 １ ２ 月 に 府 南 部 の抑 制 栽 培 ト マ ト で 発 生 が確 認 さ れ て 以 降 、 最 近 では 、 平 成

２ ０ 年 １ 月 に 発 生 を 確 認し て お り 、 今 後 と も 注 意が 必 要 で あ る 。

ト マ ト 黄 化 葉 巻 病 の 発生 ・ 拡 大 を 防 ぐ た め に は、 発 生 初 期 の 発 病 株 の 抜き 取 り と

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 の 防除 を 速 や か に 行 い 、 「 トマ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ル ス の伝 染 環 を

絶 つ 」 こ と が 重 要 で あ る。

【抑 制 栽 培 】

（ １ ） 黄 色 粘 着 板 な ど を利 用 し 、 コ ナ ジ ラ ミ の 発生 状 況 に 注 意 す る 。

（２ ） 先 端 部 の 葉 が 内 側 に 巻 い て い る も の 、葉 縁 が 黄 化 し て い る も の 、 株 が 萎 縮

し て い る も の を 認 め た 場 合 、 関 係 機 関 と相 談 の 上 、 発 病 が 疑 わ し い 株 は 速 や

か に 土 壌 に 埋 め る 等 、 適 正 に 処 分 す る 。

（ ３ ） 野 良 生 え ト マ ト も重 要 な 伝 染 源 と な る の で、 自 生 し た ト マ ト は 除 去す る 。

１１ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は世 界 中 に 分 布 し 、 多 く のバ イ オ タ イ プ （ 形 態 的 な区 別 が 難

し く 、 遺 伝 的 、 生 物 学 的に 異 な る 系 統 ） が 存 在 する 。 本 州 で は 在 来 系 統 （バ イ オ タ

イ プ Ｊ ｐ Ｌ ） 、 バ イ オ タイ プ Ｂ （ 従 来 の シ ル バ ーリ ー フ コ ナ ジ ラ ミ ） 、 バイ オ タ イ

プ Ｑ が 確 認 さ れ て い る 。バ イ オ タ イ プ Ｑ は 平 成 １７ 年 に 国 内 で 確 認 さ れ た侵 入 害 虫

で 、 発 生 確 認 後 各 地 で 発見 さ れ る よ う に な り 、 平成 ２ ０ 年 ２ 月 に は ３ ７ 都府 県 に 分

布 を 拡 大 し て い る 。

農 業 総 合 研 究 所 と 病 害虫 防 除 所 が 行 っ た コ ナ ジラ ミ 類 分 布 調 査 で は 、 タバ コ コ ナ

ジ ラ ミ 類 は 京 都 府 全 域 に発 生 し 、 特 に 夏 以 降 発 生が 増 加 す る こ と が わ か った 。 平 成

１ ７ 年 に は バ イ オ タ イ プＱ が 府 内 で 初 め て 山 城 地域 で 確 認 さ れ 、 平 成 １ ９年 に は 福

知 山 市 ま で 発 生 地 域 が 拡大 し た （ 平 成 １ ９ 年 １ １月 ６ 日 付 け 防 除 所 ニ ュ ース 第 １ ４

号 参 照 ） 。 ま た 、 平 成 ２０ 年 ６ 月 の 調 査 で は 、 京都 市 以 南 で 発 生 を 確 認 して い る 。

本 種 は 薬 剤 感 受 性 が 低く 難 防 除 害 虫 で あ る の で、 以 下 の ３ 点 を 防 除 対 策の 基 本 事

項 と し て 、 防 虫 ネ ッ ト や黄 色 粘 着 ロ ー ル 及 び 農 薬等 を 組 み 合 わ せ た 「 総 合的 害 虫 管

理 」 が 有 効 と な る 。

・ 施 設 内 に コ ナ ジ ラ ミ を「 入 れ な い 」 。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ット 被 覆 。

（ ２ ） 黄 色 粘 着 ロ ー ル の展 張 。

（ ３ ） 近 紫 外 線 カ ッ ト フィ ル ム の 使 用 。

・ 施 設 内 ・ 施 設 周 辺 の コナ ジ ラ ミ を 「 増 や さ な い」 。

（ １ ） 発 生 初 期 の 防 除 の徹 底 。

（ ２ ） 薬 剤 の ロ ー テ ー ショ ン 防 除 の 実 施 。

（ ３ ） 天 敵 や 微 生 物 農 薬の 有 効 利 用 。

・ 施 設 内 か ら コ ナ ジ ラ ミを 施 設 外 に 「 出 さ な い 」。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ット 被 覆 。
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病 害 虫 防 除 に つ い て は 、 病 害 虫 防 除 所 ・ 最 寄 り の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 又 は

農 協 に ご 相 談 く だ さ い 。

詳 し い 農 薬 情 報 は 、農 林 水 産 省 ホ － ム ペ － ジの 「 農 薬 コ － ナ － 」 を ご覧 下 さ い 。

ホ ー ム ペ ー ジ アド レ ス h ttp :/ /w ww .m aff .g o. jp /n ouy ak u/

農 業 改 良 普 及 セ ンタ ー 電 話 番 号 一 覧

・ 京 都 乙 訓 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ５ － ３ １ ５ － ２ ９ ０ ６

・ 山 城 北 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ４ － ６ ２ － ８ ６ ８ ６

・ 山 城 南 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ４ － ７ ２ － ０ ２ ３ ７

・ 南 丹 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ １ － ６ ２ － ０ ６ ６ ５

・ 中 丹 東 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ３ － ４ ２ － ２ ２ ５ ５

・ 中 丹 西 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ３ － ２ ２ － ４ ９ ０ １

・ 丹 後 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ２ － ６ ２ － ４ ３ ０ ８

農 作 物 病害 虫 情 報 サ － ビ ス

・ テ レ ホ ン サ ー ビ ス

０ ７ ７ １ － ２３ － ６ ４ ４ ２

・ ホ ー ムペ ー ジ ア ド レ ス

h tt p: // www .p re f. ky oto .j p/ by og ai/
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